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※概要（Summary ）： 

 申請者らは、マイクロチップに光重合性ポリマーな

どの化学的な技術を導入し、その可能性を検討してき

た。また、医学部と連携して癌患者様の血中抗癌剤濃

度を測定するなどの実績もある。そこで医療・臨床診

断を目的として，現場で様々な用途に対応できるマイ

クロチップ分析システムの開発に関する研究を行っ

ている。本研究では分析用チップを二段階で作製する

技術を開発する。まず，従来からの MEMS 技術を使

って高機能なマイクロ流体チップを作製し，その後、

光硬化型重合反応を用い，分析する現場で分析対象に

応じて必要となる一連の操作（濃縮，特異的抽出，粗

分画，反応）を実現するために流路の一部に機能性修

飾を施し，様々な試料の自動分離分析を実現する。本

研究を通して将来の POCT デバイスの開発を目指す。 

 

※実験（Experimental）： 

ドライエッチング装置 

スピンコーター 

真空蒸着装置 

UV 露光機 

等を使用させていただきました。 

 

※結果と考察（Results and Discussion）： 

マイクロ流体チップでは、PDMSなどの柔軟な素材

が利用されるが、作成時の圧力によって矩形断面に歪

みが生じるなどの問題があった。そこで、Terao らの

方 法 (Terao K. et al. Microfluid Nanofluid (2012) 

12:423–429)に従って、三角形断面をもつマイクロ流体

チップを作成することを試みた。基礎検討として図 1

のような流路構造を設計し、光硬化性樹脂(SU-8）を

用い、裏面露光法により Glass/SU-8製マイクロチップ

を作製した。この時、分離レーン（図 1 C-D 間）を回転

軸として斜め露光を行うことで二等辺三角形の流路を

作成した。様々な条件で電気泳動を行った結果、市販の

マイクロチップと何ら遜色のないデータを得ることが

できた。C-D 間の分離レーンにおいて通常の正方形型流

路と分離度の比較し、矩形流路と同等の分離が得られて

いる。 

図 1 流路デザイン 

※その他・特記事項（Others）： 

課題名に挙げたように試料溶液には未処理の血清を

用いて抗体検査など特定成分の分離と検出を行う予定

である。そのためには、流路内の特定の位置に血清成分

の抽出や抗バイオマーカー抗体の固定化を実現できる

我々の開発した光硬化ゲル法を応用する予定である。そ

のためには、多分岐流路チップが必要不可欠となる。今

後、形状のデザインも含め作製方法の検討を行い、高機

能マイクロチップへと応用する予定である。 
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